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２．録音再生ＶＯＣＡ 

トーキングエイドのシンボルキーボード

をベースに、キー数を４分割、１０分割に変

更可能で、音声合成による発声と録音された

音声を再生する機能を有する。 

入力されたシンボルは、即座に発声される

とともに文書画面にそのシンボル名とともに

表示される。 

発声キーを入力すると、文書画面に表示さ

れているシンボルが順番に発声される。 

シンボルは、１０種類のジャンル分けがさ

れており、それぞれのジャンルのタブを選ぶ

ことでそのジャンルに所属するシンボルがキ

ーボードに表示される。 

又、それぞれのシンボルの読み、ジャンル

といった属性、録音再生はシンボル辞書編集

でカスタマイズすることができ、写真や他の

シンボルを読み込み、ＶＯＣＡシンボルとし

て利用することもできる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図Ⅱ－１－１４．録音再生ＶＯＣＡ画面 

図Ⅱ－１－１５．録音再生ＶＯＣＡ画面 

（４分割） 

図Ⅱ－１－１６．録音再生ＶＯＣＡ画面 

（１０分割） 

図Ⅱ－１－１７．録音再生ＶＯＣＡ画面 

（シンボル辞書編集） 
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３．スケジュール 

グループごとにスケジュール項目を登録

し、その項目を時間順に並べて１日のスケジ

ュールを表示することができる。 

スケジュール項目は、タイトル、時間、説

明、シンボルや写真を登録することができる。 

確認画面で、そのスケジュール項目が終了

したら、おわりを選択するとその項目のバッ

クの色が変わり、終了したことがわかる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅱ－１－１８．スケジュール画面 

 
図Ⅱ－１－１９．スケジュール画面 

（スケジュール作成） 

 
図Ⅱ－１－２０．スケジュール画面 

（グループの設定） 

 
図Ⅱ－１－２１．スケジュール画面 

（スケジュール確認） 
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４．タイマー 

最長６０分で０になると知らせるタイマ

ーと指定時間になると知らせるタイマーの２

通りの設定が可能で、赤い棒グラフが徐々に

減っていくことで時間の経過がわかる。 

提示オプションで任意のシンボルや写真

の表示が可能。 

時間が来ると、５種類のアラームから任意に

設定したアラーム音が鳴る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅱ－１－２２．タイマー画面 

図Ⅱ－１－２３．タイマー画面 

（タイマーセット） 

図Ⅱ－１－２３．タイマー画面 

（アラームセット） 

図Ⅱ－１－２４．タイマー画面 

（カウント中） 
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Ｅ．開発方法 

開発においては、既に２６年間の利用実績

のある既存トーキングエイドの仕様をベース

に、アンケートはがき等から得られた当事者

からの改善要望を盛り込むとともに、対象ユ

ーザの拡張を考慮した仕様を付加していった。 

新たな対象ユーザとなる発達障害児対応

の仕様については、開発分担者で発達障害に

関する豊富な知見を有するｅ－ＡＴ利用促進

協会の助言をもとに、仕様を構築した。 

シンボルについては、認識性、馴染み易さ、

又、本開発の最大のテーマである一般に普及

されている機器を利用することで、障害者と

健常者の垣根を外すということを考慮し、利

用許諾を得て一般の携帯電話で利用されてい

るソフトバンク絵文字を使用した。 

又、ｉＰａｄに標準で搭載されているアプ

リケーションソフトや各種機能（写真取り込

み機能、連絡先等）は、できるだけ活用する

方向で開発を行った。 

 
Ｆ．モニター評価 

実証試験の研究分担報告に記載する。 

 

Ｇ．開発で得られた成果 

今回、開発を行う上で、価格、重量、バッ

テリーでの使用時間、液晶の大きさ等のハー

ド的仕様が既存トーキングエイドにおける条

件に見合うかどうかという点で市販のタブレ

ット型情報端末を選定し、Apple社製ｉＰａ

ｄを利用することになった。 

そのため、アプリケーションソフトの開発

自体は比較的順調に行われたが、ｉＯＳアプ

リ特有のApple社の以下のような制約が、福

祉機器という特殊なビジネスモデルに影響す

ることがわかった。 

● ｉＰａｄ用アプリケーションは Apple社

のAPP Storeでのダウンロード販売のみ。 

● ｉＰａｄの販売は、Apple社の販売代理店

が直接ユーザに販売するのみ。 

● 携帯用会話補助装置としてあらかじめｉ

Ｐａｄにトーキングエイドをインストー

ルし、福祉機器として完結した形での提供

はできない。 

そのため、今後、これらの制約の中でユー

ザに手間と負担の少ない普及方法を検討して

いく必要がある。 

又、汎用品を利用することの宿命として、

モデルチェンジやＯＳのバージョンアップに

対応する必要がある。本開発中においてもｉ

Ｐａｄのバージョンアップとモデルチェンジ

が行われ、一般の機器の変遷の早さにライフ

サイクルの長い福祉機器がどのように対応す

るかを考えていく必要がある。 

以上のように、今後の課題がありつつも、

１年目はほとんどの期間が開発に費やされ、

開発品を発表できる機会はあまり無かったが、

成果発表会等における一部の当事者や中間ユ

ーザによる評価は高く、製品化を期待する声

が多く聞かれた。 
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Ｈ．予定してできなかったこと 

 該当なし 

 

Ｉ．考察 

今回の開発では、汎用の機器を利用して福

祉機器を開発するという手法を用い、開発費

の削減、適用や適応の拡大というメリットを

得ることが出来た。しかしその反面、機器や

ＯＳのライフサイクルの短さや配布方法の制

限などあらたな課題がでてきた。 

しかしながら、今後の福祉機器を考えると、

従来の福祉制度や流通は一般の流れから見る

と時代遅れと言わざるを得ず、福祉機器にお

いても新たなビジネスモデルの導入が遅かれ

早かれ必要になるものと考える。その際、い

かに当事者に対して、手間や経済的負担が少

なく配布していくかをメーカ、販社、行政が

一体となり考えていく必要があり、今回の開

発品がその先鞭をつけるものと考えている。 

又、本開発ではハードウェア上の仕様から

Apple社製ｉＰａｄを利用したが、今後、一

般ではアンドロイド端末のシェアが拡大する

ことが予想される。そのような状況を鑑みる

と、本開発におけるアプリケーションソフト

もアンドロイドを含めたマルチプラットフォ

ーム対応という点について、将来的に視野に

入れる必要が考えられるが、一般のアプリケ

ーションソフトと比較して、需要が格段に少

ないため、新たに開発費の確保という課題も

生じてくる。 

このように、今後、課題は少なくないが、

一般の人と障害当事者が同じ機器を使うこと

は、広義の意味でバリアフリーという考え方

にも当てはまり、さらには本開発によるアプ

リケーションソフトの利用をきっかけに、世

界中で３０万以上あるアプリケーションソフ

トから、ユーザ自らが自分に必要で利用可能

なアプリを使うことで、今後ますます普及が

進むと予想されるタブレット型情報端末が、

障害者のより豊かな生活に寄与するものと考

える。 

 

Ｊ．結論 

本事業では、市販のタブレット型情報端末

ｉＰａｄをプラットフォームとして、トーキ

ングエイドとしての利用が可能となるアプリ

ケーションソフトの開発を行い、実証試験が

可能となるレベルのソフトを製作した。 

又、タブレット型のキーボードを任意に変

更できる特徴を活かして、カタカナ、英数字、

シンボルでの入力や録音再生ＶＯＣＡとして

の利用が可能となり、ひらがなの理解が困難

な知的障害や失語症の人たちへ利用の幅を広

げるソフトの開発を行った。 

さらに、スケジュール、タイマーといった、

発達障害児の生活を便利にするアプリケーシ

ョンソフトの開発も行った。 

開発計画の２年目となる平成２３年度は、

これらの試作ソフトの有効性を検証するため

に、当事者による実証試験を行いながら改良

を加えて製品化を目指す。 
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Ｌ．成果に関する公表 

 総括報告書に記載する。 

 
Ｍ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


